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令
和
5
年
2
月
1 9
日
（
日
）
に
行

わ
れ
た
大
阪
府
消
防
団
充
実
強
化
研
修

会
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。
我
々
は

広
報
活
動
の
事
例
発
表
の
担
当
で
、
広
報

誌
『
火
の
見
櫓
』
に
よ
る
広
報
活
動
に
つ

い
て
の
演
題
で
、広
報
部
会
堂
田
委
員
長
・

今
仲
副
委
員
長
・
松
倉
副
委
員
長
の
3
名

で
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
内
容
は
、
八
尾

市
の
概
況
、
八
尾
市
消
防
団
の
組
織
に
つ

い
て
、
広
報
部
会
の
活
動
内
容
や
会
議
風

景
、
記
事
の
構
成
内
容
、
地
域
の
皆
様
の

声
、
広
報
誌
『
火
の
見
櫓
』
が
紙
媒
体
で

あ
る
有
益
性
に
つ
い
て
で
し
た
。
そ
の
有

益
性
と
し
て
八
尾
市
消
防
団
の
団
員
定
数

の
充
足
率
は
98
％
を
下
回
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。
情
報
発
信
の
ツ
ー
ル
が
多

様
す
る
中
、
そ
の
ツ
ー
ル
を
使
い
こ
な
せ

な
い
方
々
に
も
ご
覧
い
た
だ
け
る
広
報
誌

『
火
の
見
櫓
』
が
団
員
確
保
に
繋
が
っ
て

お
り
、
有
益
性
が
立
証
さ
れ
て
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
に
消
防
団
の
活
動
を
も
っ

と
広
く
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
広
報
活
動

を
充
実
さ
せ
、
八
尾
市
消
防
団
が
、
様
々

な
災
害
時
に
役
立
て
る
よ
う
、
さ
ら
な
る

鍛
錬
の
必
要
性
を
感
じ
た
一
日
で
し
た
。

◆
（
久
宝
寺
分
団　

堂
田　

隆
治
）

◆
（
大
正
分
団 

今
仲　

幹
夫
）

◆
（
南
高
安
分
団　

松
倉　

祥
宏
） 写

真
上 

真
ん
中

写
真
上 

左

写
真
上 

右

令
和
４
年
度
大
阪
府
消
防
団

令
和
４
年
度
大
阪
府
消
防
団

　
　
　
　
　
　
　
充
実
強
化
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
充
実
強
化
研
究
会
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日
ご
ろ
か
ら
、
市
民
の
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
消
防
団
活
動
へ
の
ご

理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す

こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
消
防
団
員
を
代

表
い
た
し
ま
し
て
、
深
く
お
礼
を
申
し

あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
団
員
の
皆
様
は
、
昼
夜

を
問
わ
ず
八
尾
市
民
の
安
心
・
安
全
を

守
る
た
め
、
郷
土
愛
の
精
神
を
も
っ
て
、

ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
の
災
害
は
地
震
や
台
風
、

局
地
的
な
豪
雨
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
常

識
を
大
き
く
超
え
る
大
規
模
な
も
の

に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
人
口
動
向
、

地
域
社
会
の
状
況
等
社
会
環
境
に
も

変
化
が
見
ら
れ
、
市
民
を
取
り
巻
く
災

害
環
境
は
、「
新
た
な
災
害
環
境
」
へ

と
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
を
踏
ま
え
、
八
尾
市
消
防
団
に

　

令
和
４
年
度
大
阪
府
消
防
表
彰
と

し
て
、
本
市
か
ら
も
大
阪
府
知
事
表
彰

を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
団
員
が
栄

え
あ
る
表
彰
を
受
章
し
ま
し
た
。

  【
大
阪
府
知
事
表
彰
】

〇
消
防
勤
続
功
労
章

団
本
部　
　

副
団
長　
　

藤
本　

哲
也

○
消
防
功
労
章

山
本
分
団　

副
分
団
長　

川
西　

明

志
紀
分
団　

副
分
団
長　

角
倉　

武
士

龍
華
分
団　

副
分
団
長　

中
家　

一
真

大
正
分
団　

副
分
団
長　

竹
田　

隆
誠

志
紀
分
団　

部　

長　
　

松
本　

昌
幸

  【
日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰
】

○
功
績
章

団
本
部　
　

副
団
長　
　

藤
本　

哲
也

  【
大
阪
府
消
防
協
会
会
長
表
彰
】

〇
永
年
勤
続
章

団
本
部　
　

副
団
長　
　

藤
本　

哲
也

志
紀
分
団　

部　

長　
　

松
本　

昌
幸

志
紀
分
団　

部　

長　
　

山
科　

輝
明

〇
功
績
章

団
本
部　
　

副
団
長　
　

岡
井　

淳
治

○
勤
続
章

南
高
安
分
団   

分
団
長　
　

北
本　

晃
史

八
尾
分
団　

副
分
団
長　

中
村　

佳
照

団長　松村 康正

南
高
安
分
団  

副
分
団
長　

浅
井　

孝
一

山
本
分
団　

部　

長　
　

藤
井　

保
士

山
本
分
団　

部　

長　
　

上
野　

純
孝

山
本
分
団　

部　

長　
　

山
野　

清

○
勤
功
章

曙
川
分
団　

副
分
団
長　

北
林　

丈
善

山
本
分
団　

副
分
団
長　

塚
尾　

誠
一

龍
華
分
団　

部　

長　
　

山
﨑　

聡

大
正
分
団　

部　

長　
　

今
仲　

幹
夫

志
紀
分
団　

部　

長　
　

野
口　

稔

西
郡
分
団　

部　

長　
　

内
田　

一
博

久
宝
寺
分
団　

部　

長　
　

高
田　

卓

南
高
安
分
団　

部　

長　
　

西
尾　

良
彦

南
高
安
分
団　

部　

長　
　

浅
井　

康
広

○
精
勤
章

久
宝
寺
分
団　

副
分
団
長　

藤
原　

道
洋

曙
川
分
団　

部　

長　
　

金
武　

正
亮

山
本
分
団　

部　

長　
　

岩
田　

兼
一

久
宝
寺
分
団　

班　

長　
　

田
口　

裕
晃

龍
華
分
団　

班　

長　
　

妹
尾　

吉
哲

高
安
分
団　

班　

長　
　

奥
野　

幸
生

志
紀
分
団　

班　

長　
　

山
本　

和
夫

志
紀
分
団　

班　

長　
　

澤
田　

賢
一

高
安
分
団　

班　

長　
　

木
島　

良
輔

八
尾
分
団　

班　

長　
　

梶
井 

健
太
郎

南
高
安
分
団　

班　

長　
　

松
倉　

祥
宏

南
高
安
分
団　

班　

長　
　

山
本　

大
寛

お
き
ま
し
て
は
、
大
規
模
災
害
を
想
定

し
た
訓
練
を
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、

消
防
活
動
の
原
則
で
あ
り
ま
す
、
火
災

現
場
を
想
定
し
た
訓
練
も
併
せ
て
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

記
憶
の
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
２
月

６
日
に
発
生
し
ま
し
た
ト
ル
コ
東
南

部
を
震
源
と
し
た
地
震
に
お
き
ま
し

て
は
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、

阪
神
淡
路
大
震
災
時
の
20
倍
以
上
の

地
震
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
っ
た
と
の
報

道
が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
住
む
八

尾
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
の
発
生
す
る
確
率
が
今
後

30
年
以
内
に
70
％
～
80
％
程
度
と
想

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
我
々
が
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
よ
う
な
災
害
が
今
後
発
生

す
る
可
能
性
が
あ
る
な
か
、「
新
た
な

災
害
」
に
対
応
す
る
た
め
に
、
市
民
の

皆
様
と
消
防
関
係
者
が
日
ご
ろ
か
ら

連
携
を
強
化
し
、
更
な
る
八
尾
市
の
安

心
・
安
全
の
確
保
に
向
け
、
消
防
団
一

同
地
域
の
た
め
に
鋭
利
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
団
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
地
域
防
災
力

の
要
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

⼤
阪
府
消
防
表
彰
受
章

⼤
阪
府
消
防
表
彰
受
章

新
た
な
災
害
に
対
応
す
る
た
め
に

新
た
な
災
害
に
対
応
す
る
た
め
に
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令
和
４
年
10
月
30
日
（
日
）
に
西

郡
地
域
の
お
祭
り
に
て
、
我
々
西
郡
分

団
は
防
犯
警
備
に
あ
た
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
な
か
な
か
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
今
年
よ
う
や
く
３
年
ぶ

り
に
開
催
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、
地
域
の
市
民
の
方
々
が
本

当
に
楽
し
そ
う
な
顔
を
さ
れ
て
い
た
の
が

印
象
的
で
し
た
。
我
々
消
防
団
も
久
し

ぶ
り
の
祭
り
警
備
と
い
う
こ
と
で
、
た

く
さ
ん
の
地
域
の
方
々
と
お
話
し
す

る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
う
れ
し
く

思
い
ま
し
た
し
、
こ
の
よ
う
な
地
域
の

行
事
を
と
お
し
て
市
民
の
方
々
と
の

交
流
を
深
め
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

警
備
は
無
事
何
事
も
な
く
終
了
し
、

皆
さ
ん
笑
顔
で
祭
り
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
安
心
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
西
郡
分
団
と
し
て
、
な
に
ご
と

も
頑
張
っ
て
勤
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す

の
で
西
郡
分
団
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す

　
　
　

◆（
西
郡
分
団　

津
曲　
　

望
）

　

令
和
４
年
10
月
16
日
（
日
）、
龍
華

分
団
か
ら
竜
亀
タ
ー
ト
ル
ズ
に
垂
れ

幕
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
３
年
ぶ
り
に
綱
引
き
の
全

国
大
会
が
夏
に
開
催
さ
れ
、
高
学
年
の

部
で
優
勝
さ
れ
、
そ
れ
を
記
念
し
龍
華

分
団
が
垂
れ
幕
の
作
成
を
依
頼
し
ま

し
た
。

　

竜
亀
タ
ー
ト
ル
ズ
は
、
亀
井
小
学
校

内
の
校
区
の
幼
年
長
か
ら
小
学
生
の

約
30
名
で
構
成
さ
れ
、
週
１
回
亀
井

小
学
校
の
体
育
館
で
練
習
し
て
い
ま

す
。

　

贈
呈
式
は
、
廣
岡
分
団
長
の
挨
拶
か

ら
始
ま
り
、
育
成
会
会
長
・
綱
引
き
委

員
代
表
の
挨
拶
が
続
き
優
勝
垂
れ
幕

の
授
与
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
竜

亀
タ
ー
ト
ル
ズ
の
キ
ャ
プ
テ
ン
の
挨

拶
が
あ
り
、
最
後
に
全
員
で
記
念
撮
影

を
行
い
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
終
了
後
、
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン

で
龍
華
分
団
と
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

　

龍
華
分
団
は
４
名
で
、
竜
亀
タ
ー
ト

ル
ズ
は
10
名
で
す
。
低
学
年
の
子
供

た
ち
に
は
何
と
か
勝
利
す
る
こ
と
が

出
来
た
の
で
す
が
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

チ
ー
ム
の
高
学
年
の
子
供
た
ち
に
は
全

く
歯
が
立
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。
流
石
の

一
言
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
私
た
ち
龍
華
分
団
は

今
後
も
地
域
に
貢
献
で
き
る
活
動
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

◆（
龍
華
分
団　

堀
西　

康
志
）

西
郡
地
区
祭
り
警
備

西
郡
地
区
祭
り
警
備

綱
引
き
贈
呈
式

綱
引
き
贈
呈
式

（
竜
亀
タ
ー
ト
ル
ズ
）

（
竜
亀
タ
ー
ト
ル
ズ
）
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令
和
４
年
11
月
６
日
（
日
）、
大
阪

府
中
部
広
域
防
災
拠
点
に
お
い
て
、

八
尾
市
消
防
団
全
体
で
の
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
取
扱
い
訓
練
が
行
わ
れ
、
曙
川

分
団
か
ら
は
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
を
行
う
に
あ
た
り
、
高
度
救
助

隊
員
よ
り
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
取
扱
い

方
法
や
、
危
険
予
測
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
各
分
団
に
配
備
さ
れ
て

い
る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
用
し
ま
し

た
。
ブ
レ
ー
キ
レ
バ
ー
を
倒
し
ス
イ
ッ

チ
を
入
れ
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
安
定
し

た
位
置
に
置
き
、
ス
タ
ー
タ
ー
ロ
ー
プ

を
数
回
引
い
て
エ
ン
ジ
ン
を
始
動
さ

せ
ま
す
。
台
の
上
の
木
材
を
一
人
が
押

さ
え
て
固
定
し
、
も
う
一
人
が
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
で
木
材
を
切
る
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
っ
て
の

作
業
は
事
故
が
起
こ
る
可
能
性
が
極

め
て
高
い
た
め
、
法
改
正
で
防
護
ズ
ボ

ン
（
チ
ャ
ッ
プ
ス
）
の
着
用
が
義
務
化

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
保
護
具
も
追
加

配
備
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
訓
練
で
は
、

保
護
具
を
着
用
し
て
安
全
対
策
を
行

い
、
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
用
す
る
際
に
、

チ
ョ
ー
ク
を
引
い
て
も
エ
ン
ジ
ン
が

す
ぐ
に
始
動
し
に
く
い
時
も
あ
る
た

め
、
日
頃
か
ら
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し

っ
か
り
行
い
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら

な
い
災
害
に
対
し
て
迅
速
に
使
え
る

よ
う
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
大
事
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　

◆（
曙
川
分
団　

齋
藤　

勝
義
）

　

令
和
４
年
11
月
９
日
～
11
月
15

日
に
か
け
て
火
災
予
防
運
動
を
実
施

し
、
地
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し

た
。

　

高
安
地
区
は
幸
い
例
年
に
比
べ
、

今
年
度
は
火
災
な
ど
に
よ
る
出
動
が

少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
今

後
よ
り
一
層
寒
さ
が
増
す
に
連
れ
、
一

般
家
庭
等
に
お
け
る
暖
房
器
具
類
の

使
用
が
お
の
ず
と
増
え
て
く
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
火
災
に
よ
る
災
害
の
リ

ス
ク
も
増
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
非

常
時
の
有
事
に
対
す
る
備
え
の
徹
底

や
、
火
災
予
防
広
報
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ

る
地
域
住
民
の
方
々
へ
の
周
知
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
災
害
を
最
小
限
に

収
め
る
こ
と
が
我
々
消
防
団
の
役
割

か
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
消
防
団
と
し
て
の
活
動
を

通
じ
て
、
地
域
住
民
の
方
々
と
ふ
れ
あ

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
全
体
の
防
災

意
識
の
底
上
げ
に
繋
が
れ
ば
幸
い
だ

と
思
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
消
防
団

活
動
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
　

◆（
高
安
分
団　

上
田　

聡
）

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
訓
練

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
訓
練

秋
の
火
災
予
防
パ
ト
ロ
ー
ル

秋
の
火
災
予
防
パ
ト
ロ
ー
ル
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令
和
４
年
11
月
12
日
（
土
）
に
、

志
紀
分
団
田
井
中
分
隊
の
屯
所
に
於

い
て
、
胸
骨
圧
迫
訓
練
機
を
用
い
た
講

習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

志
紀
分
団
の
若
手
団
員
を
中
心
に

集
ま
り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
方
法
や

胸
骨
圧
迫
の
や
り
方
、
団
員
が
人
命
救

助
の
場
面
に
遭
遇
し
た
時
の
体
験
談

の
公
聴
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
や
胸
骨
圧
迫
機
に
つ
い
て

は
、
使
用
方
法
の
説
明
を
受
け
た
後
に
、

各
団
員
が
実
際
に
操
作
し
ま
し
た
。
特

に
胸
骨
圧
迫
は
、
想
像
以
上
の
力
で
の

圧
迫
が
必
要
だ
っ
た
よ
う
で
、
少
し
驚

い
て
い
る
団
員
も
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
体
験
談
で
は
、
銭
湯
で
突
然
倒

れ
た
方
を
た
ま
た
ま
居
合
わ
せ
た
団

員
が
、
救
急
車
到
着
ま
で
の
間
、
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い
、
一
命
を
取
り
留

め
た
と
い
う
話
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
若

手
団
員
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

　

今
回
の
講
習
を
生
か
し
、
実
際
に
こ

の
よ
う
な
場
面
に
遭
遇
し
た
場
合
に

は
、
沈
着
冷
静
に
対
処
し
た
い
も
の
で

す
。

　
　
　

◆（
志
紀
分
団　

中
野　

宏
志
）

　

令
和
４
年
11
月
22
日
（
火
）、
全
国

女
性
消
防
団
員
活
性
化
大
会
が
徳
島

県
で
開
催
さ
れ
、
八
尾
市
消
防
団
か
ら
、

中
谷
・
寒
川
の
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

和
歌
山
市
消
防
団
が
行
っ
て
い
た

防
火
防
災
啓
発
劇
で
は
、
郷
土
の
歴
史

を
題
材
に
さ
れ
て
い
て
、
と
て
も
印
象

に
残
り
ま
し
た
。
和
歌
山
市
消
防
局
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
和
び
っ
と

ち
ゃ
ん
」
も
登
場
し
、
子
供
に
も
わ
か

り
や
す
い
内
容
で
工
夫
さ
れ
て
い
て
と
て

も
よ
か
っ
た
で
す
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

青
森
県
が
と
て
も
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ

る
消
防
団
員
募
集
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
カ

ー
を
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ

カ
ー
の
効
果
で
団
員
さ
ん
の
入
団
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
当
市
で
も
そ

の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
れ
ば
良
い
な

と
思
い
ま
し
た
。

　

10
年
後
、
消
防
団
が
ど
う
あ
る
べ

き
か
と
い
う
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も

行
な
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
消
防
団

の
認
知
度
が
上
が
り
、
み
ん
な
が
「
消

防
団
に
入
り
た
い
」
と
思
え
る
よ
う
な

消
防
団
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

　

今
回
の
活
性
化
大
会
の
参
加
人
数

は
、
例
年
の
半
数
ほ
ど
で
し
た
が
、
内

容
が
濃
く
全
国
の
消
防
団
の
熱
意
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
活
性
化
大

会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

で
、
私
自
身
と
て
も
良
い
刺
激
を
受
け

た
の
で
、
今
後
の
消
防
団
活
動
に
繋
げ

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　

◆（
女
性
分
団　

中
谷　

美
和
子
）

団
員
に
よ
る
救
命
講
習

団
員
に
よ
る
救
命
講
習

第第
2727
回
全
国
女
性
消
防
団
員

回
全
国
女
性
消
防
団
員

　
　
　
　
活
性
化
徳
島
大
会

　
　
　
　
活
性
化
徳
島
大
会
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令
和
４
年
11
月
27
日
（
日
）、
久
宝

寺
小
学
校
に
て
、
久
宝
寺
ま
ち
協
防
災

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
地
域
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
実
演
や
消
防
活
動
の
説
明
を
行

い
、
参
加
い
た
だ
い
た
方
達
が
と
て
も

熱
心
に
話
に
耳
を
傾
け
、
積
極
的
に
訓

練
に
参
加
さ
れ
、
訓
練
の
重
要
性
を
再

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

訓
練
内
容
は
、
水
を
使
っ
た
消
火
器

で
の
水
消
火
器
訓
練
、
可
搬
式
小
型
ポ

ン
プ
訓
練
、
模
擬
の
小
屋
を
用
い
た
救

出
訓
練
、
車
椅
子
取
扱
い
訓
練
、
避
難

所
開
設
訓
練
、
布
担
架
訓
練
を
体
験
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

消
防
署
員
の
方
に
も
、
災
害
に
対
す

る
普
段
か
ら
の
備
え
の
重
要
さ
や
第

一
に
自
身
の
身
の
安
全
確
保
が
大
事

な
事
だ
と
お
話
を
い
た
だ
き
、
消
防
団

と
し
て
も
災
害
な
ど
の
有
事
に
普
段

か
ら
備
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
再
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

訓
練
を
し
て
い
る
中
で
、
積
極
的
に

わ
か
ら
な
い
事
な
ど
質
問
を
さ
れ
、
地

域
の
方
達
の
防
災
へ
の
意
識
の
向
上
、

消
防
団
の
団
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

繋
が
る
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

団
員
と
し
て
今
後
い
つ
起
こ
り
得

る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
対
し
て
、
改

め
て
今
何
を
考
え
て
お
く
べ
き
か
、
何

を
す
る
べ
き
か
、
今
回
の
訓
練
で
よ
り

深
く
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
消
防

団
活
動
で
得
た
経
験
を
普
段
か
ら
大

切
な
家
族
や
仲
間
に
も
伝
え
、
災
害
に

備
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

◆（
久
宝
寺
分
団　

佐
野　

吉
宏
）

　

令
和
４
年
12
月
に
山
本
分
団
福
万

寺
分
隊
、
大
正
分
団
太
田
分
隊
の
２
台

の
消
防
団
車
両
が
更
新
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
万
寺
屯
所
に
配
備
さ
れ
て
い
る

可
搬
ポ
ン
プ
積
載
車
が
新
車
両
に
な

る
と
い
う
話
を
聞
い
て
早
２
～
３
年
、

待
ち
に
待
っ
た
消
防
車
納
車
の
日
。

　

令
和
４
年
12
月
４
日
（
日
）、
消
防
本

部
に
て
、
車
両
の
説
明
や
積
み
込
ん
で

い
る
機
材
の
説
明
を
心
わ
く
わ
く
さ

せ
な
が
ら
聞
き
ま
し
た
。

　

最
近
の
車
両
の
ラ
イ
ト
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

変
わ
り
と
て
も
明
る
く
、
私
た
ち
団
員

の
気
持
ち
も
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
出
来
な
か
っ
た
団
員
に
、

旧
車
両
と
の
違
い
を
説
明
で
き
る
よ

う
に
メ
ー
カ
ー
担
当
者
の
説
明
を
必

死
に
聞
き
ま
し
た
。

　

新
し
い
機
材
に
は
便
利
な
も
の
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
次
回
の
出
動
時
に
は

き
ち
ん
と
取
り
扱
い
方
法
を
理
解
し

た
状
態
で
臨
み
た
い
で
す
。

　

納
車
後
、
地
元
の
三
十
八
神
社
に
て

お
祓
い
を
無
事
済
ま
せ
、
新
た
な
気
持

ち
で
令
和
５
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出

来
そ
う
で
す
。

　
　
　

◆（
山
本
分
団　

岩
崎　

裕
司
）

久
宝
寺
地
区
防
災
訓
練

久
宝
寺
地
区
防
災
訓
練

福
万
寺
ポ
ン
プ
積
載
車
の
更
新

福
万
寺
ポ
ン
プ
積
載
車
の
更
新
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令
和
４
年
12
月
29
日（
木
）30
日（
金
）

の
２
日
間
、
歳
末
特
別
警
戒
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

南
高
安
分
団
は
、
ポ
ン
プ
車
３
台
を

活
用
し
、
管
轄
地
域
内
の
防
火
広
報
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

29
日
に
は
団
長
激
励
と
し
て
、
松

村
団
長
を
始
め
消
防
団
幹
部
、
消
防
本

部
幹
部
の
方
々
、
そ
し
て
大
松
市
長
よ

り
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

年
内
の
活
動
を
終
え
て
ほ
っ
と
し
た

気
持
ち
と
、
こ
れ
か
ら
起
こ
り
う
る
で

あ
ろ
う
大
規
模
災
害
に
備
え
、
有
事
の

際
に
は
し
っ
か
り
と
活
動
が
で
き
る

よ
う
、
よ
り
一
層
気
を
引
き
締
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
我
々
消
防
団
員
と
し

ま
し
て
は
、
八
尾
市
の
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
地
域
の
方
々
や

各
種
団
体
の
方
々
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
地
域
防
災
に
役
立
て
た
ら
と
思

い
ま
す
。

　
　

◆（
南
高
安
分
団　

松
倉　

祥
宏
）

　

大
正
分
団
管
内
で
行
わ
れ
た
と
ん

ど
祭
の
様
子
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

大
正
分
団
は
太
田
、
木
の
本
の
２
分

隊
が
あ
り
、
１
月
８
日
（
日
）
は
南
木

の
本
、
１
月
14
日
（
土
）
は
北
木
の

本
、
１
月
15
日
（
日
）
は
木
の
本
で

各
地
に
祀
ら
れ
て
い
る
樟
本
神
社
三

社
に
て
と
ん
ど
が
実
施
さ
れ
、
１
月

15
日
（
日
）
に
太
田
八
幡
宮
で
と
ん

ど
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
火
を
取
り

扱
う
行
為
の
為
、
我
々
大
正
分
団
の
各

分
隊
も
参
加
し
、
協
力
し
ま
し
た
。

　

地
域
役
員
の
皆
さ
ん
と
と
ん
ど
の

温
も
り
を
囲
み
な
が
ら
、
地
域
防
災
力

向
上
の
話
題
を
主
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
消
防
団
が
地
域
に
根
付
い

た
組
織
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
地
域
の
皆

様
と
共
に
住
ん
で
い
る
町
を
守
っ
て

い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　

◆（
大
正
分
団　
　

今
仲　

幹
夫
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

西
田　

祥
久
）

歳
末
夜
警

令
和
４
年
歳
末
夜
警

令
和
４
年
歳
末
夜
警

　
と
ん
ど

　
と
ん
ど

　
　
　
～
大
正
分
団
管
内
～

　
　
　
～
大
正
分
団
管
内
～
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委
員
長

　
　
　
　

久
宝
寺
分
団　

堂 

田　

隆 

治

副
委
員
長

　
　
　
　

大
正
分
団　
　

今 

仲　

幹 

夫

　
　
　
　

南
高
安
分
団　

松 

倉　

祥 

宏

委    

員

　
　
　
　

久
宝
寺
分
団　

佐 

野　

吉 

宏

　
　
　
　

西
郡
分
団　
　

津 

曲　
　

 

望

　
　
　
　
　

 

〃　
　
　

 

浅 

野　

一 

昭

        

八
尾
分
団　
　

梅 

本　

   

司

　
　

       

〃　
　
　

 

石 

田　

剛 

裕

        

龍
華
分
団　
　

大 

内　

一 

宏

           

〃       

堀 

西　

康 

志

        

大
正
分
団　
　

西 

田　

祥 

久

        

曙
川
分
団　
　

吉 

安　

直 

也

　
　

       

〃　
　
　

 

齋 

藤　

勝 

義

        

南
高
安
分
団　

堀 

内　

英 

樹

        

高
安
分
団　
　

上 

田　

   

聡

　
　

       

〃　
　
　

 

貴 

島　

孝 

浩

        

山
本
分
団　
　

渡 

瀬　

太 

一

           

〃       

岩 

﨑　

裕 

司

        

志
紀
分
団　
　

中 

野　

宏 

志

           

〃　
　
　

 

竹 

田　

哲 

郎

　

今
回
、
委
員
長
と
い
う

大
役
を
任
さ
れ
、
不
安
な
面
も
あ

り
ま
し
た
が
、
各
分
団
の
広
報
委

員
の
方
々
に
助
け
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
無
事
に
第
46
号
・
第

47
号
を
刊
行
す
る
事
が
出
来
ま

し
た
。

　

未
熟
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

１
年
間
支
え
て
い
た
だ
き
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
広
報
部
会
の
ご

活
躍
、
そ
し
て
、
火
の
見
櫓
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

堂
田　

隆
治

　

令
和
５
年
１
月
24
日
（
火
）、
本
町

に
あ
る
慈
願
寺
に
お
い
て
文
化
財
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
消
防
職
員
30

名
、
八
尾
分
団
４
名
、
慈
願
寺
関
係
者

３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

毎
年
１
月
26
日
は
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
で
す
。
昭
和
24
年
１
月
26
日

に
現
存
す
る
世
界
最
古
の
木
造
建
築

物
で
あ
る
法
隆
寺
の
金
堂
が
炎
上
し
、

壁
画
が
消
失
し
た
こ
と
か
ら
定
め
ら

れ
、
文
化
財
保
護
の
訓
練
が
全
国
各
地

で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
慈
願
寺
関
係
者
に
よ
る

「
通
報
訓
練
」「
避
難
訓
練
」「
初
期

消
火
訓
練
」「
心
肺
蘇
生
訓
練
」
や
消

防
隊
、
消
防
団
に
よ
る
ホ
ー
ス
延
長
、

一
斉
放
水
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
文
化

財
訓
練
を
す
る
こ
と
で
、
各
々
の
文
化

財
保
護
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

12
月
か
ら
２
月
は
火
災
が
最
も
発

生
し
や
す
い
時
期
で
す
の
で
、
八
尾
の

貴
重
な
文
化
財
を
み
ん
な
で
火
災
か

ら
守
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
　
　
　

◆（
八
尾
分
団　

梅
本　

司
）

４
月　

消
防
団
員
任
命
式

　
　
　

恩
智
川
水
防
訓
練

５
月　

大
阪
府
地
域
防
災
総
合
演
習

　
　
　

初
任
基
礎
教
育
訓
練
Ａ
課
程

６
月　

初
任
基
礎
教
育
訓
練
Ｂ
課
程

７
月　

中
河
内
地
区
支
部
消
防
総
合
訓
練

８
月　

女
性
分
団
Ｆ
Ｍ
ち
ゃ
お
出
演

９
月　

大
阪
府
消
防
大
会

　
　
　

八
尾
河
内
音
頭
ま
つ
り
警
備

11
月　

消
防
総
合
訓
練

　
　
　

秋
の
火
災
予
防
運
動

　
　
　

健
康
診
断

　
　
　

水
防
視
察
研
修

　
　
　

全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
大
会

12
月　

大
阪
府
女
性
消
防
団
員
連
絡
会
議

　
　
　

歳
末
特
別
警
戒

１
月　

消
防
出
初
式

　
　
　

文
化
財
訓
練

２
月　

防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習

　
　
　

消
防
団
充
実
強
化
研
究
会

３
月　

春
の
火
災
予
防
運
動

　
　
　

消
防
記
念
日
式
典

　
　
　

大
阪
府
消
防
表
彰
式

広
報
部
員
名
簿

編集後記

 

消
防
団
年
間
行
事
予
定

令
和
5
年
度

文
化
財
訓
練
～
慈
願
寺
～

文
化
財
訓
練
～
慈
願
寺
～


